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連
　
載

現地案内当日の七字祐介氏

恵比寿プライムスクェア／（左）中央広場（住宅棟）、（右）事務棟

大手町野村ビル／（左）アトリウム、（右）27階建て本棟

七
字 

祐
介 

氏

―
―
都
市
を
記
憶
す
る
装
置
と
し
て
の

　
　
複
合
施
設
の
、設
計
と
環
境
デ
ザ
イ
ン

佐
藤
建
吉

代
表
理
事

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座

NEWS

チャレンジする

～挑戦者の履歴書

Someone

第⑬回

（
建
築
家
、

一
級
建
築
士
・
管
理
建
築
士
）

▼
出
会
い
の
記
録

　
―
地
域
活
性
化

い
ま
か
ら
12
年
以
上
も
前

に
、
「
ス
ー
パ
ー
公
務
員
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
人
物
と
の

出
会
い
が
あ
っ
た
。
そ
の
人

は
木
村
俊
昭
氏
。
同
氏
は
、

地
域
活
性
化
と
い
う
言
葉
を

体
現
し
て
お
り
、
月
に
一
度

の
地
域
活
性
化
勉
強
会
を
、

霞
が
関
の
内
閣
府
の
庁
舎
で

開
催
し
て
い
た
。
参
加
者
が

増
え
、
場
所
を
新
宿
に
替

え
、
１
月
１
日
、
２
月
２

日
、
３
月
３
日
な
ど
「
ぞ
ろ

目
の
会
」
と
呼
ば
れ
た
勉
強

会
＆
呑
み
会
に
発
展
し
た
。

そ
れ
は
、
全
国
か
ら
参
集
す

る
異
業
種
交
流
会
で
も
あ
っ

た
。
こ
の
会
で
は
、
筆
者
も

多
く
の
人
と
知
り
合
い
に
な

り
、
自
身
の
ジ
ン
セ
イ
も
カ

ッ
セ
イ
カ
し
、
い
わ
ゆ
る
エ

ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
の
主
流
か

ら
い
く
つ
も
の
分
流
が
生
ま

れ
、
い
ま
に
至
る
。

こ
の
会
で
、
と
く
に
濃
密

な
関
わ
り
を
持
っ
た
人
物

に
、
今
回
紹
介
す
る
七
字
祐

介
氏
が
い
る
。
同
氏
は
、
西

新
宿
の
大
成
建
設
を
退
職
し

た
の
ち
グ
ル
ー
プ
会
社
の
タ

イ
セ
イ
総
合
研
究
所
の
初
代

社
長
を
さ
れ
て
い
た
。
七
字

氏
は
、
い
つ
も
建
築
や
ア
ー

ト
の
関
係
の
仲
間
を
そ
の
会

に
連
れ
て
き
て
い
た
。
当

時
、
筆
者
は
、
前
回
の
紹
介

で
も
書
い
た
『
鐵
の
道
』

や
、
英
国
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
、

ブ
ル
ネ
ル
に
つ
い
て
、
メ
デ

ィ
ア
風
車
、
そ
の
他
に
活
動

し
て
い
た
。
七
字
氏
は
じ

め
、
そ
こ
で
出
会
っ
た
何
人

か
と
は
、
相
乗
的
な
関
わ
り

が
あ
り
、
エ
コ
フ
ュ
ー
チ
ャ

ー
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
、
一

般
社
団
法
人
ｅ
ｆ
ｃ
ｏ
．
ｊ

ｐ
の
設
立
・
運
営
に
お
い
て

理
事
と
し
て
参
加
し
て
頂
い

た
り
も
し
た
。

あ
っ
た
。
こ
の
施
設
の
完
工

は
、
１
９
９
７
年
１
月
で
あ

る
が
、
基
本
設
計
か
ら
は
約

10
年
を
要
し
た
と
い
い
、
大

阪
か
ら
東
京
復
帰
後
の
大
き

な
事
業
で
、
七
字
氏
に
と
っ

て
も
思
い
出
深
い
と
い
う
。

こ
の
開
発
は
、
大
手
生
命

保
険
会
社
の
千
代
田
生
命
の

案
件
で
あ
っ
た
。
代
官
山
や

恵
比
寿
と
い
う
住
宅
地
に
複

合
施
設
を
つ
く
る
と
い
う
新

た
な
コ
ン
セ
プ
ト
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
。
が
、
当
該
地

は
、
福
澤
諭
吉
の
娘
婿
の
福

澤
桃
介
の
本
邸
跡
地
と
い
う

歴
史
性
・
地
理
性
・
場
所
性

と
い
う
所
縁
の
地
で
あ
り
、

そ
う
し
た
環
境
デ
ザ
イ
ン
に

深
慮
し
た
と
い
う
。
そ
の
中

心
施
設
が
、「
恵
比
寿
プ
ラ

イ
ム
ス
ク
ウ
ェ
ア
タ
ワ
ー
」

で
、
27
階
建
て
の
事
務
棟

（
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
）
で
あ

る
。
分
棟
し
て
商
業
棟
の

「
プ
ラ
イ
ム
ス
ク
ウ
ェ
ア
プ

ラ
ザ
」
と
、
住
宅
棟
の
「
ス

ク
ウ
ェ
ア
シ
テ
ィ
」
が
配
置

さ
れ
て
い
る
。

見
学
は
、
環
境
デ
ザ
イ
ン

の
理
解
の
た
め
に
、
27
階
建

て
の
事
務
棟
の
前
に
隣
接
の

商
業
棟
と
住
宅
棟
の
関
係

性
、
人
流
の
導
線
な
ど
の
現

場
視
察
か
ら
始
ま
っ
た
。

「
既
存
緑
地
と
渾
然
一
体
と

な
す
開
発
建
築
物
の
創
成
」

と
い
う
環
境
デ
ザ
イ
ン
に
つ

い
て
、
七
字
氏
は
、
30
年
以

上
も
前
を
思
い
出
し
て
現
場

今
回
は
、
表

題
の
よ
う
に
建

築
家
、
七
字
祐

介
氏
を
紹
介
す

る
。
同
氏
は
、

大
手
ジ
ェ
ネ
コ

ン
の
建
築
事
務

所
で
、
時
代
を

画
す
る
大
規
模

な
複
合
施
設
の

設
計
や
都
市
環

境
の
開
発
と
い

う
仕
事
を
さ
れ

た
。
そ
れ
は
、
魅
力
あ
る
人

物
像
と
し
て
の
建
築
家
の
社

会
の
装
置
と
し
て
の
建
築
物

の
設
計
、
環
境
デ
ザ
イ
ン
と

い
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
し
て
と

ら
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

▼
時
代
の
記
録

　
―
早
稲
田
大
学
＆

　
　
大
成
建
設

七
字
と
い
う
名
前
も
珍
し

い
。
い
つ
も
、「
今
日
の
会

合
は
何
時
か
ら
？
七
時
か

ら
。」
と
、
笑
い
を
取
る

が
、
そ
の
姓
名
は
茨
城
県
に

由
来
す
る
と
い
う
。
七
字
祐

介
氏
は
、
１
９
４
４
年
（
昭

和
19
年
）
４
月
17
日
に
東

京
、
牛
込
で
生
ま
れ
た
。
開

成
中
・
高
校
か
ら
早
稲
田
大

学
理
工
学
部
建
築
学
科
を
卒

業
し
、
１
９
６
６
年
に
大
成

建
設
に
入
社
し
て
い
る
。

大
成
建
設
と
い
え
ば
、
２

０
２
１
年
７
月
23
日
、
コ
ロ

ナ
禍
の
中
、
開
催
趣
旨
が
不

明
確
な
中
、
２
０
２
０
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
会
式
が

行
わ
れ
た
が
、
そ
の
会
場

は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
タ
ジ

ア
ム
（
新
国
立
競
技
場
）

で
、
大
成
建
設
・
梓
設
計
・

隈
研
吾
氏
の
設
計
、
大
成
建

設
の
施
工
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
丹
下
健
三
氏
の
設
計
に

よ
り
造
ら
れ
た
国
立
代
々
木

競
技
場
も
、
時
代
を
画
し
た

建
築
物
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

七
字
氏
が
20
歳
、
建
築
学
科

で
建
築
デ
ザ
イ
ン
の
演
習
を

薫
陶
さ
れ
て
い
た
頃
で
あ
る
。

早
稲
田
に
は
所
縁
の
あ
る

教
授
が
い
た
。
前
述
し
た
筆

者
の
地
域
活
性
化
の
対
象
地

で
あ
っ
た
千
葉
県
大
多
喜
町

の
町
役
場
は
、
早
稲
田
大
学

教
授
で
あ
っ
た
今
井
兼
次
氏

（
１
８
９
５
～
１
９
８
７

年
）
の
設
計
で
あ
っ
た
。
同

氏
の
定
年
と
七
字
氏
の
卒
業

が
重
な
る
。
今
井
氏
は
、
ス

ペ
イ
ン
の
ガ
ウ
デ
ィ
の
建
築

風
を
日
本
に
伝
え
た
こ
と
で

有
名
で
、
バ
ロ
セ
ロ
ナ
の
塔

建
築
の
様
式
を
、
大
多
喜
町

役
場
に
も
残
し
て
お
り
、
登

録
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
。

七
字
氏
に
も
、
同
門
の
影
響

が
あ
る
だ
ろ
う
。

同
氏
は
大
学
卒
業
後
、
大

成
建
設
設
計
本
部
入
社
、
６

年
後
に
は
大
阪
の
関
西
支
店

設
計
部
に
転
勤
、
そ
の
７
年

後
に
は
東
京
本
社
に
復
帰
、

設
計
部
室
長
、
部
長
を
経
験

し
、
さ
ら
に
関
西
支
店
設
計

総
括
部
長
、
さ
ら
に
社
長
室

付
専
任
部
長
を
経
て
57
歳
で

大
成
建
設
を
退
社
、
同
年
２

０
０
１
年
に
は
、
タ
イ
セ
イ

総
合
研
究
所
を
創
設
、
初

代
・
代
表
取
締
役
に
就
任
し

た
。
そ
の
当
時
が
、
筆
者
と

の
出
会
い
で
あ
っ
た
。
な
お

２
０
０
９
年
に
、
同
総
研
の

代
表
を
後
輩
に
譲
り
、
Ｌ
Ｌ

Ｐ
ブ
リ
ッ
ジ
ン
グ
・
ブ
レ
イ

ン
ズ
を
設
立
し
た
。
そ
れ
に

は
、
筆
者
も
理
事
と
し
て
参

画
し
た
。

同
時
期
に
、
日
本
大
学
生

産
工
学
部
創
成
デ
ザ
イ
ン
学

科
の
講
師
も
担
当
さ
れ
た
。

ま
た
、（
一
社
）
日
本
建
築

美
術
工
芸
協
会
（
ａ
ａ
ｃ

ａ
）
で
は
、
調
査
研
究
委
員

会
委
員
長
と
し
て
パ
ブ
リ
ッ

ク
ア
ー
ト
の
研
究
調
査
報
告

書
を
纏
め
た
。
筆
者
も
参
加

さ
せ
て
頂
い
た
。
そ
の
他
の

活
動
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
住
環

境
ネ
ッ
ト
、（
一
社
）
ｅ
ｆ

ｃ
ｏ
．
ｊ
ｐ
、
国
際
水
墨
画

交
流
協
会
な
ど
の
理
事
を
さ

れ
た
。
現
在
77
歳
。
建
築
、

環
境
デ
ザ
イ
ン
、
文
芸
な

ど
、
広
い
知
識
と
説
得
力
あ

る
語
り
は
、
こ
う
し
た
広
範

な
経
験
と
経
歴
の
結
果
と
認

識
し
て
い
る
。
以
下
、
大
成

建
設
で
の
建
築
作
品
に
つ
い

て
紹
介
し
た
い
。

▼
恵
比
寿
プ
ラ
イ
ム

　
ス
ク
ウ
ェ
ア
タ
ワ
ー

七
字
氏
は
、
大
成
建
設
で

は
、
複
合
施
設
や
都
市
開
発

な
ど
に
従
事
し
た
。
今
回
、

七
字
氏
の
東
京
都
内
で
の
担

当
作
品
の
中
か
ら
２
物
件

を
、
同
氏
に
案
内
し
て
頂
い

た
（
７
月
26
日
）。

最
初
に
出
掛
け
た
の
は
、

恵
比
寿
駅
か
ら
歩
い
て
７

分
、
代
官
山
１
丁
目
１
番
地

に
あ
る
複
合
施
設
「
恵
比
寿

プ
ラ
イ
ム
ス
ク
ウ
ェ
ア
」
で

案
内
し
て
く
れ

た
。
当
時
を
確

認
す
る
よ
う
で

あ
っ
た
。

本
棟
の
事
務

棟

と
、

商

業

棟
・
住
宅
棟
の

連
絡
は
、
石
畳

み
が
敷
か
れ
、

緑
生
や
ベ
ン
チ

が
導
線
と
な
る

噴
水
が
あ
る
中

央
広
場
、
そ
し

て
周
回
す
る
緑

道
。
そ
れ
は
、

27
階
の
高
層
本

棟
と
、
２
階
低

層
の
別
棟
商
業

棟

と
、

同

時

に
、
地
上
13
階

と
地
上
６
階
建

て
高
低
２
層
か

ら
な
る
住
宅
棟

の
３
次
元
の
景

観
デ
ザ
イ
ン
の

調
和
。
そ
こ
に

盛
り
込
ま
れ
た

歴
史
性
と
文
化

性
。
夜
に
は
、
足
元
か
ら
の

灯
火
が
連
続
し
導
線
に
な
る

と
い
う
。
環
境
デ
ザ
イ
ン
を

得
意
と
す
る
七
字
氏
の
視
点

で
あ
る
。

な
お
、
高
低
差
の
あ
る
地

理
的
条
件
を
活
か
し
て
段
差

部
に
は
シ
ア
タ
ー
を
構
想
し

た
と
い
う
が
、
予
算
の
面
か

ら
商
業
テ
ナ
ン
ト
に
計
画
変

更
さ
れ
た
。
現
在
、
そ
こ
に

は
外
資
系
家
具
店
が
入
り
、

そ
の
高
級
感
を
得
て
営
業
し

て
い
る
。
本
棟
も
別
棟
も
木

質
と
大
理
石
を
調
和
さ
せ
て

ビ
ル
名
の
よ
う
に
、
プ
ラ
イ

ム
（
最
良
）
を
表
象
し
て
い

る
。
本
棟
内
部
に
も
七
字
氏

の
環
境
デ
ザ
イ
ン
が
特
徴
づ

け
ら
れ
、
２
階
ず
つ
を
組
に

し
た
吹
き
抜
け
構
造
と
し

て
、
奇
数
階
か
偶
数
階
か
の

認
知
を
明
確
に
し
て
い
る
。

七
字
氏
の
多
く
の
構
想
を
紙

面
で
は
表
現
で
き
な
い
の
が

惜
し
い
。

▼
大
手
町
野
村
ビ
ル

次
に
、
地
下
鉄
大
手
町
駅

の
地
上
に
建
つ
「
大
手
町
野

村
ビ
ル
」（
地
上
27
階
、
地

下
５
階
建
て
）
を
案
内
し
て

頂
い
た
。
こ
の
計
画
物
件
は

改
築
で
あ
る
。
既
存
の
歴
史

的
ビ
ル
を
一
部
遺
構
と
す

る
、
大
成
建
設
の
設
計
施
工

の
案
件
で
あ
っ
た
。

こ
の
地
に
は
、
大
隈
講
堂

や
日
比
谷
公
会
堂
な
ど
を
設

計
し
た
佐
藤
功
一
氏
（
１
８

７
８
～
１
９
４
１
年
）
に
よ

る
旧
野
村
ビ
ル
（
１
９
３
２

年
、
昭
和
７
年
）
が
あ
っ
た

が
、
都
心
業
務
地
区
の
改
築

設
計
計
画
が
立
て
ら
れ
た
。

旧
野
村
ビ
ル
は
７
階
建
て
の

日
清
生
命
保
険
本
社
ビ
ル

「
日
清
生
命
館
」
で
あ
っ

た
。
四
隅
に
は
時
計
塔
が
あ

り
、
地
域
に
親
し
ま
れ
て
い

た
。
新
築
に
当
た
っ
て
も
こ

の
時
計
塔
の
イ
メ
ー
ジ
を
残

す
と
い
う
の
が
条
件
で
あ
っ

た
。大

手
町
と
い
う
都
心
の
土

地
の
有
効
活
用
が
目
標
と
さ

れ
た
。
低
層
建
築
を
高
層
建

築
に
す
る
た
め
に
、
公
開
空

地
を
導
入
し
、
さ
ら
に
歴
史

的
建
造
物
の
保
存
と
い
う
東

京
都
条
例
の
要
綱
改
正
と
呼

応
し
て
設
計
が
可
能
と
な
っ

た
経
緯
を
現
地
で
お
聞
き
し

た
。本

棟
の
前
に
は
、
地
面
の

公
開
空
地
と
と
も
に
、
公
益

施
設
と
し
て
の
内
部
公
開
空

地
（
ア
ト
リ
ウ
ム
）
と
い
う

概
念
を
盛
り
込
み
、
本
棟
の

容
積
率
の
割
増
が
可
能
と
な

り
、
27
階
建
て
を
新
築
で
き

る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

そ
の
た
め
、
本
棟
の
北
側
に

は
ガ
ラ
ス
で
全
面
覆
わ
れ
た

玄
関
ホ
ー
ル
と
し
て
の
ア
ト

リ
ウ
ム
を
設
置
し
、
そ
の
ア

ト
リ
ウ
ム
の
前
面
に
は
早
稲

田
大
学
建
築
学
科
出
身
の
彫

刻
家
の
川
上
喜
三
郎
の
作
品

を
設
置
し
た
公
開
空
地
を
設

置
し
た
。
本
棟
は
１
９
９
４

年
２
月
に
就
竣
工
、
ア
ト
リ

ウ
ム
な
ど
の
公
開
空
地
は
１

９
９
７
年
１
月
に
完
成
し
た

と
い
う
。

七
字
氏
に
、
ア
ト
リ
ウ
ム

と
本
棟
を
案
内
し
て
頂
い

た
。
こ
の
建
築
に
お
い
て
も

同
氏
は
、
大
理
石
や
花
崗
岩

を
用
い
た
環
境
デ
ザ
イ
ン
を

し
て
い
る
。
豪
華
さ
と
上
品

さ
が
特
長
と
い
え
る
。
25
～

27
階
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
が
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
入

っ
て
お
り
、
施
設
案
内
と
と

も
に
窓
越
し
に
、
公
開
空
地

を
高
層
か
ら
、
さ
ら
に
都
心

の
景
観
を
眺
望
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

▼
建
築
は
都
市
の
記
憶
装
置

巨
大
な
建
築
物
は
、
時
代

テ
ク
チ
ャ
ー
）・
美
術
（
ア

ー
ト
）・
工
芸
（
ク
ラ
フ

ト
）
の
協
会
（
ア
ソ
シ
ェ
イ

シ
ョ
ン
）
の
略
称
で
あ
り
、

も
と
よ
り
文
芸
を
含
ん
で
い

る
。
本
人
が
手
掛
け
る
中
国

水
墨
画
は
大
家
・
関
乃
平
に

師
事
し
中
国
一
級
水
墨
士
の

免
許
皆
伝
の
腕
前
で
あ
る
。

豊
か
な
興
味
と
関
心
と
実
践

を
行
っ
て
い
る
。

地
域
力
は
地
域
へ
の
愛
着

が
つ
く
り
出
す
。
そ
の
基
軸

と
し
て
、
そ
こ
に
住
み
暮
ら

し
就
労
・
就
学
す
る
人
々

も
、
観
光
や
業
務
な
ど
で
来

訪
す
る
人
々
に
と
っ
て
も
地

域
の
愛
着
を
も
つ
建
築
物
が

つ
く
る
都
市
デ
ザ
イ
ン
や
都

市
環
境
は
重
要
な
ア
イ
テ
ム

と
な
る
。
筆
者
も
、
こ
う
し

た
も
の
に
心
惹
か
れ
る
の
で

あ
る
が
、
そ
れ
は
筆
者
だ
け

で
は
な
い
だ
ろ
う
。
都
市

は
、
ま
す
ま
す
多
様
化
し
、

多
く
の
人
を
満
足
す
る
機
能

と
設
計
が
求
め
ら
れ
る
。

を
画
す
る
。
そ
れ
は
、

歴
史
と
い
う
時
間
の
流

れ
の
中
に
あ
る
。
時
間

は
、
経
過
も
す
る
が
前

方
か
ら
や
っ
て
も
来

る
。
す
な
わ
ち
、
未
来

へ
の
装
置
と
し
て
の
先

駆
け
を
鎮
座
さ
せ
ね
ば

な
ら
な
い
。
七
字
氏

は
、
大
成
建
設
の
設
計

部
に
お
い
て
、
そ
の
役

割
を
為
し
て
き
た
。

そ
の
た
め
に
は
、
豊

か
な
文
化
力
と
感
性
、

そ
し
て
工
学
的
な
創
造

力
が
必
須
で
あ
る
。
同

時
に
、
歴
史
や
文
芸

（
文
化
・
芸
術
）
に
関

す
る
素
養
が
求
め
ら
れ

る
。
前
述
し
た
ａ
ａ
ｃ

ａ
は
、
建
築
（
ア
ー
キ


